
気候変動による影響は地球的規模で年々深刻さを増して

おり、世代を超えて、社会・環境・企業活動に大きな影響を

及ぼす問題となっています。当社グループでも、事業拠点や

小麦の生産地における自然災害リスクの増加をはじめ、直

接的・間接的に、サプライチェーン全体のあらゆる段階に影

響が及ぶ可能性があると認識しており、取り組むべきテー

マの明確化が急務となっています。

そこで当社は、気候変動が当社グループに与える影響に

ついてTCFDのフレームワークに沿って気候変動シナリオ

分析を行い、情報開示を通じてステークホルダーとの対話

につなげていきたいと考えています。こうした考えのもと、

2021年８月にTCFD提言への賛同を表明するとともに、

TCFDコンソーシアムへ参加しました。

TCFD提言で提示されている「ガバナンス」、「戦略」、「リ

スク管理」、「指標と目標」の４つのテーマと、それぞれに対

する当社グループの活動内容は、次のとおりです。

気候変動シナリオ分析
当社グループは小麦を起点とする多彩な事業をグローバ

ルに展開しており、気候変動による影響は多岐にわたるこ

とが想定されます。そこで、気候変動が当社グループに与え

る影響の規模・内容を分析するために、TCFDを活用したシ

ナリオ分析を実施しました。

分析にあたっては、製粉事業、加工食品事業、中食・惣菜

事業を対象に、社外専門家の協力を得て1.5℃及び4℃の気

温上昇時の2050年の世界を想定し、特に重要度の高いリス

クと機会を特定して、その対策を検討しました。

今後は、分析対象の事業範囲を拡大して日清製粉グルー

プ全体でのリスク・機会の分析を行い、その対応を事業戦

略に反映させることで、事業の継続性を高めるとともに、持

続可能な社会の実現に貢献していきます。

当社グループのリスクと機会及びその対応策は、次のと

おりです。

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）提言に基づく情報開示
気候変動への取組み


